
（別紙３）

～ 令和8年2月27日

（対象者数） 41 （回答者数） 29

～ 令和8年2月27日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

～ 令和8年2月27日

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・子育ての工夫や楽しさをより感じていただけるような支援

や情報提供、相談の充実を図ること。

・家庭のニーズや育児負担にもこたえられるよう、必要に応

じた単独通園の受け入れも行っていくこと。

その際は、取り組みの手応えを持っていただけるような保護

者とのコミュニケーションや報告を徹底していくこと。

2

・専門的地域支援が行う保育所等訪問支援（SV）と、地域連

携日を活用した現場職員の訪問（幼稚園保育所での子供の姿

の共有）の連携を行い、地域の支援力を高めていくこと。

・児童発達支援での直接支援と保育所等訪問支援や外来療育

相談を活かした幅広い支援の提供

3

・今後も、マニュアルのリニューアルを重ねながら、頻回に

繰り返し支援の意義や活動の意味付けを、職員も保護者も学

べる機会を作っていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・子どもへの直接支援の質やきめ細やかさ、家族支援や地域

連携の取り組みの厚みが損なわれないよう留意しながら効率

的な業務運営を模索していく。

2 ・支援に関する研修の計画と参加促進を図っていく

3

○事業所名 児童発達支援センターあんず(児童発達支援)

○保護者評価実施期間
令和8年2月2日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月2日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年2月2日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・職員数により、業務分掌を行っても一人の負担が大きいこと

・日々の支援の振り返りと、ひとりひとりの子どもの姿、ご家

庭と話したことを整理し次につなげる作業について、求められ

ている記録や業務量が多い。

・支援内容に関する職員研修の充実

・職員個々の支援スキルを向上させることにより、支援内容の

や子どもへの対応に関する引き出しを増やし、話し合い等を効

率化させていく必要がある。

「本人支援と家族支援の連動」

・親子通園による、保護者を交えた支援

・子どもと一緒に支援に参加していただくことで、リアルタイ

ムで子どもの姿や対応の仕方を知り、日常生活に活かしていく

ことができます。保護者の方々から、子どもと職員との関わり

の中で、子供の別の一面が見れますとの意見をいただいていま

す。

・取り組みの手応えを保護者の方に持っていただけるような工

夫をしています。

「縦と横のつながりを活かした支援」

・幼稚園保育所との併用利用により、あんずと家庭と幼稚園保

育所が連動した取り組みができる。

・卒園後も放課後等デイサービスを継続利用することで、乳幼

児期から学齢期への切れ目のない支援が展開できる。

・幼稚園保育所の先生方との顔の見える関係作り。　　　　・

支援が必要な子どもへの関わりが共有できる地域づくり

・幼稚園保育所の先生方向けの研修会の開催

「本人支援・家族支援・地域連携の充実」

・支援プログラムが確立していること

・保護者向けの支援の説明書（『あんずの芽』）にて、個々の

活動の発達的な意味意義についていつでも説明できるようにし

ている。

・療育プログラムをHP上に公表している。

事業所における自己評価総括表公表


